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實

相
研
究
會
」

と

し
て

社
団
法
人
格
を

取
得
し、

非
宗
教
団

体
で

は

あ

る

が

運
動
は

合
法

化
さ

れ

た
。

成
立
大
会
に

は

三

百

人
が

集
ま

っ

た
。

誌
友

会
は
、

こ

の

時
期
以

降
急
増
す
る

。

同
年

、

地
方

講
師
が
　

＝

人

誕
生
し

て

い

る
が
、

彼
ら

は

全
て

日

本
語
リ
テ

ラ

シ

ー
を

有
す

る
高
学

歴
層
で

あ

っ

た
。

一

九
八
五

年
に

機
関
誌
は

『

生

長
之

家
』

誌
（
白
話
文）

に
一

本

化
さ
れ

る

（
当
初
の

発
行

部
数
は

二

千
部）

。

一

方、

八

〇

年
代
以

降
、

千
華
・

商
鼎
文

化
と

い

う

教
団
と

は
無
関
係
の

出
版
社
が

、

海
賊
出
版
で

翻
訳
書
を
公
刊
し
始
め

る
。

一

九
九
二

年
に

宗
教
団
体
「

生

長
之
家
傳

道

協
會
」

と

し
て

認
可
を

受
け、

現
在
の

組
織
体
制
が

確
立
し
、

公

領
域
に

お
け

る
布
教
が

解
禁
さ

れ
る

。

ま

た、

日

本
人
の

教
化

総
長
が

赴
任
し、

日

本
本
部
か

ら
の

梃
子
入
れ

が

本
格
化
す
る

。

九
〇

年
代
後
半
に

は
地
方

講
師
が
約
一

五

〇
人

増
産
さ

れ
、

聖
使

命
会
員
は
当

初
の

約
］

四
〇
〇
入

か
ら

漸
増
を
続
け
て

い

る
。

し

か

し、

こ

の

間
、

リ
ー
ダ
ー

層
の

世
代
交

代
が

進
み
、

十
分
な
日

本
語
リ

テ

ラ

シ

ー

を
も

た
な
い

低
学
歴
の

地
方
講

師
が

有
資
格
者
の

約
九

割
を

占
め

る
に

至
る

。

彼
ら
は、

十
分
な

翻
訳

・

通
訳
作
業
を
遂
行
す
る

こ

と
が

で

き

ず、

休
眠
状
態
に

陥
る

人
々

も

発
生

す
る

。

ま

た、

相
対

的
に

社
会
関
係
資
本
が

脆
弱
で、

御
利
益

信
仰
が

強

く
、

手
段

的
な
コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

に

留
ま
る

傾
向
が

あ
る

。

台
湾
生
長
の

家
は

、

九
〇
年
代
以

降、

日

本
語
リ

テ
ラ
シ

ー

を

有
す
る
層
↓
も
た

な

い

層
、

高
学
歴
層
↓
低

学
歴
層
へ

の

受
容
層
の

シ

フ

ト
が

急
速
に

進
ん

で

お

り
、

同
時
期
に

急
成

長
を
遂
げ
た

日
系
新
宗

教
と

比
較
し
た

際、

教
勢
拡

大
が

鈍
化
し
て

い

る

現
状
が

見
ら

れ
る

。

以
上
の

受
容
層
の

変
遷
に

は、

台
湾
社
会
全
般
に

お

け
る
日

本
語
リ
テ

ラ
シ

ー
の

低
下
と

い

う

構
造
的
要

因
と

並
ん

で、

円
本

本
部
の

北
京
語
化
志
向
へ

の

古
参
エ

リ
ー

ト

層
の

不

適
応

、

台
湾
人
の

聞
に

お

け
る

対
日
観
の

世

代
間
ギ
ャ

ッ

プ
と

連
動
し
た

宗
教
的
二

i
ズ
の

複
層
性、

当
地

特
有
の

［

私
塾
ー

学
友
型凵

の

活
動
形

態
に

惹
起
さ

れ
た

放
任
的
な

育
成
シ

ス

テ

ム

等
と

い

っ

た

要

因
が

介
在
し

て

い

る
。

教
団
変
革
期
に

お

け

る

体
験
談
の

変
容

　
　
　
　

世
界
救
世
教
を

事

例
と

し
て

ー武

井

　
順

介

　
新

宗
教
に

お

い

て

信

者
の

奇
跡
体
験
（
体
験
談
）

や
そ

れ
を
他
者
に

伝

達
す
る

「

体
験
談
発
表
」

は、

信
者
の

信
仰
の

強
化
に

重

要
な

役
割
を
は

た

す
。

こ

の

体
験
談
や

体
験
談
発
表
に

は、

報
告
す
る
体
験
談
を
ま

と

め

る

過
程
に

お

い

て、

自
ら

の

信
仰
を

強
化
し、

体
験
談
発
表
を

聞
く
（
見

る
）

信
者
は、

他
者
の

体
験
談
に

共
感
し、

そ

の

体
験
談
を

通
し
て

自
ら

の

体
験
を

構
築
す
る、

と

い

う
役

割
が

あ
る

。

　
本
報
告
の

事
例
で

あ
る

世
界
救
世
教
い

つ

の

め

教
団
（
以
下

救
世
教）

で

も

同
様
に

体
験

談
（
体
験
談
発
表）

は

重
要
な
意
味
を
持
っ

て

い

る

よ

う
に

み

え
る
。

例
え
ば、

各
浄
霊
セ

ン

タ
ー

や

聖
地
（
静
岡
県
熱
海
市）

で

の

勉
強
会
や
大
祭
な
ど

で

体
験
談
発
表
が

行
な

わ

れ
、

そ

れ

ら
に

も
と

づ

き

浄
霊
セ

ン

タ
ー
長
や
理

事
長

、

そ

し

て

教
主
が

信
仰
の

重

要
性
に

つ

い

て

体
験
談
を
解
釈
す
る

な
か

で

主

張
す
る

。

ま

た

こ

の

主

張
の

な

か

に

は
、

そ
の

と

き

の

教
団
の

教

化
・

布
教
戦
略
が

織
り
込
ま

れ
る

こ

と
が

多

い
。

そ
こ

で

本
報
告
で

は
、

変
革
期
の

救
世
教
の

体
験
談
を
分
析
し、

変

革
期
の

教
化
・

布
教
戦
略
や

体
験
談
の

特
徴
を
捉
え
た

い
。

（1499｝407

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 1  部会

　

救
世
教
の

体
験
談
は

「

病
」

に

関
す
る

内
容
が

多
い

。

こ

れ

は
、

救
世

教
の

「

浄
霊
」

と

い

う

病
気

治
し

の

技
法
を

中
心
的
儀
礼
に

し

て

い

る

た

め

で

あ
る

。

こ

の

「

病
」

に

着
目
し
、

体
験

談
を

分
類
す
る
と

三

類
型
を

析
出
で

き

る
。

そ

れ
が

「

病
−
近
代
医
療

−
回
復
せ

ず
−

浄
霊
1
回
復
」

（
医
療
懐
疑
型

＝
、

「

病
−
近

代
医

療
−
浄
霊

−

回
復
」

（

医
療

懐
疑
型

二
）

、

「

病

ー
浄
霊

−
同

復
」

（
浄

霊
型）

で

あ
る

が
、

こ

れ

に

属
さ

な
い

も
の

も

あ
る

（

そ
の

他）
。

　

さ

ら

に

二

〇

〇
六

年
か

ら

教
義
に

新
た

な

要
素
を

加
え
た

。

そ

れ
が

「

想
念
の

実
践
」

と

「

感
謝
の

想

念
の

実
践
」

（
以
下
「

新
た
な

実
践
」）

で

あ
り、

こ

れ
を

救
世

教
の

「

変
革
」

と

み

る
こ

と

が

で

き

る
。

「

新
た

な

実
践
」

の

内
容
を
要

約
す
る
と

「

感
謝
す
る
」

、

「

先
祖
・

祖
先
と
の

つ

な

が

り
を

意
識
す
る

」

、

『

神
の

分
霊
で

あ
る

こ

と

を

意

識
す

る
」

と

な

る
。

　
こ

の

よ

う
な

変
革
の

な
か

で

救
世
教
の

体
験
談
は

ど

の

よ

う
に

変
容
し

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

第
一

に

指
摘
で

き
る

変
化
は
、

「

病
」

の

意
味
内
容

の

変
化
で

あ
る

。

こ

の

変
化
に

と

も
な
い

従
来
の

病
因

観
と

救
済
観
（
現

在
的、

個
入

的
な

も
の）

に

過

去
的
（

過

去
と

の

連

続
性）
、

共

同
的
な

要
素
が

加
わ
り、

体
験
談
に

反
映
さ

れ
た

。

次
に

体
験
談
に

登

場
す
る
言

葉
に

も
変
化
が
み

ら
れ

た
。

信
者
向
け

機
関
紙
・

雑
誌
に

は
二

〇
〇
六
年

か

ら

「

新
た

な

実
践
」

に

か

か

わ

る
用

語
が
登

場
し
、

そ

こ

に

掲
載
さ

れ

て

い

る

体
験
談
の

な
か

に

も
登

場
す
る

。

一

般
向
け

の

機
関
紙
で

は

現
在

ま
で

こ

の

用
語
が

登
場

す
る
こ

と

は

な

い
。

し

か

し
、

直
接
的
に

「

新
た

な

実
践
」

に

関
わ
る

用

語
を

使
っ

て

は

い

な
い

が、

体
験
談
で

語
ら

れ
て

い

る

言
葉
の

背
後
に

「

新
た

な

実

践
」

観
を
垣

間
み

る

こ

と

が

で

き
る

。

そ

の

代
わ

り

信
者
向
け
の

機
関
紙
・

雑
誌
で

は
、

従

来
は

中
心
的
で

あ
っ

た

浄
霊
に

関
す
る

事
項
が

若
干
影
を

潜
め
る

よ

う
に

な
っ

た
。

　
こ

れ

ら
の

結
果、

前
述
し
た

体
験

談
の

類
型
に

も

若
干
の

変
化
が

み

ら

れ

た
。

そ

れ

は

「

新
た
な
実

践
」

の

要
素
が

加
わ
っ

た

の

で

あ
る。

例
え

ば、

医
療
懐
疑
型
一

の

「

病
−

近

代
医
療
−
回

復
せ

ず
ー
浄
霊
−
回
復
」

が

「

病
ー
近
代
医
療
1
回
復
せ

ず
1
浄
霊
＋

「

想
念
の

実
践
」

1
回
復
」

に

な
っ

た
。

た

だ

し、

こ

の

変
化
は

極
わ

ず
か

で

あ
り、

体
験
談
の

べ

ー

ス

（

語
り
の

形
式〉

に

は

変
化
が
な
か
っ

た
。

　
こ

こ

か

ら

救
世

教
の

信
者
の

教
化、

一

般
へ

の

布
教
戦
略
を
読
み

取
る

と

信
者
へ

は

浄
霊
を
ベ

ー

ス

と

し

た

「

新
た

な

実
践
」

観
の

獲
得
を、

一

般
へ

は

浄
霊
に

よ

る
病

気
治
し
と

間
接
的
「

新
た

な

実
践
」

観
の

獲
得
を

掲
げ
て

い

る

と

い

え
よ
う

。
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